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公開シンポジウム

水辺のすこやかさ指標を使ってみよう
─生きものや地域とのつながりの視点を入れて─

河川整備基金助成事業

（社）日本水環境学会では、環境省からの請負事業を通じ、従来の“水質”や“水量”に加え、“生きもの”や“地

域とのつながり”などの多様な視点から川などの水環境を見る指標「水環境健全性指標（水辺のすこやかさ

指標）」の開発に携わってきました。本会の水環境の総合指標研究委員会では、この経験を活かし、水環境

健全性指標のさらなる深化と普及の両面に取り組んできました。

本シンポジウムを通じ、水環境の多様な評価やその活用について参加者の皆様とともに学び、考えたいと思

います。学会員、市民団体の方々、一般市民の皆様のご参加をお待ちしております。

（本事業は河川整備基金助成事業です。）

第 一 部 9:30～9:35 開会の挨拶 東京大学大学院 古米 弘 明

9:35～9:55 趣旨説明 山梨大学大学院 風間ふたば

9:55～10:15 身近な水環境しらべへの環境省の取組み
  環境省水・大気環境局水環境課 西 村卓也

10:15～10:25 調査事例：水辺のすこやかさ指標の紹介
  株式会社 共立理化学研究所 石井 誠 治

第 二 部 10:40～11:00 調査事例１：富山の事例 ～神通川と身近な小水路～
  元富山県立大学 安 田 郁 子

11:00～11:20 調査事例２：都内の事例 ～蘇った隅田川を歩いて～
  東京都環境局 風 間 真 理

11:20～11:40 調査事例３：山梨の事例 ～甲府市内河川の生き物調査～
  山梨淡水生物研究会 三 井  潔

11:40～12:00 調査事例４：福岡の事例 ～遠賀川とその支川～
  北九州市立大学 原口 公 子

12:00～12:30 総合討論

…………………………………………………………………………………………………………〈休憩１５分〉…………………………………………………………………………………………………………

プログラム

※フロアでは全国各地での水辺の多様な評価に関するポスター展示を行います。
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本シンポジウムでは、「水環境健全性指標（水辺のすこやかさ指標）」、「こどもホタレンジャー事業」、「全
国水生生物調査」など、環境省が住民とともに取り組む身近な水環境の活動についてご紹介いただきます。
そして、日本水環境学会水環境の総合指標研究委員会のメンバーなどから、今後の水環境保全のあり方
検討や水質保全に向けた行政の取組み、全国各地での水辺のすこやかさ指標の実践事例の報告、全国各
地での水辺の多様な評価に関する様々な取組みのポスター展示を行います。

日本水環境学会では、平成16～20年度の環境省委託事業「水環境健全性指標検討調査」に参画して、
それを通じて水環境を総合的に評価する指標の研究を進めてきました。そして、これらの研究成果が参
考にされながら、従来の“水質”や“水量”に加え、“生きもの”や“地域とのつながり”などの多様な視点
から川などの水環境を見る指標「水辺のすこやかさ指標（水環境健全性指標2009 年版）」が環境省から
公表されました。また、全国各地の自治体やNGOでは、自発的に新しい指標が提案され用いられはじめ
ており、それらには、水質指標だけではなく生物に関するもの、身近でわかりやすいもの、測定しやす
いもの、住民の活動や行政施策に応用できるものなどが使われはじめています。

これらを背景として、水環境の総合的な指標のさらなる深化と普及の両面に取り組むことを目的とし
て、本研究委員会を発足しました。水環境の課題が多様化および複雑化するにしたがって、水質汚濁防
止から、生態系保全や水辺の快適性など総合的な水環境を見据えることが求められています。また、人々
の水環境に対する意識が高まり、水環境を従来型の水質指標のみで捉えるだけではなく、水環境に係る
様々な要素も考慮して健全な水環境の構築をめざすことの必要性が強く認識されています。したがって、

「水環境」を冠した学会として、水環境の質的な改善につながる研究成果を生み出すことを目指してい
ます。

今回のシンポジウムは、3年間の研究委員会としての成果をまとめる意味もあります。このような機会
を通じて、水環境の多様な評価のあり方について参加者の皆様とともに学びたいと考えています。また、
総合的な指標は環境教育のツールとして活用できること、海外での適用可能性が高いことも認識してお
ります。したがって、多様な活用方法についても、より多くの方々と検討していきたいと考えております。

なお、本シンポジウムは東京大学水環境制御研究センターとの共催にて行うことになりました。また、
河川整備基金助成事業の支援を得て公開で開催させていただけたことをここに記して深く感謝申し上げ
ます。

平成24年3月17日

公開シンポジウムの開催にあたって
日本水環境学会

水環境の総合指標研究委員会

委員長　古米弘明
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川や湖沼の水質は行政の努力によって、一定の水質が確保されてきました。それに加え新たに、水辺の
すこやかさを調べるための指標が環境省から提案されています。

今回のシンポジウムの趣旨説明の前に、日本の環境行政の歴史に触れたいと思います。まずは40年以
上さかのぼり、高度経済成長期にあった日本の様子を思い起こす必要があります。その当時は日本中が
経済成長の波にもまれ、工場からの排水や排気ガスによって環境がみるみる破壊され、公害といわれる社
会問題が起きていました。水俣病やイタイイタイ病など悲惨な公害の実態が明らかになり、またあちこち
で自然開発に伴う反対運動が起きました。1967年に国会で公害対策基本法が作られ、環境庁が国民の強
い期待を受けて発足し、その後に自然環境保護法も作られて、環境行政が本格的に動き始めました。環
境の汚染の中でも水質汚濁を例にとれば、この時代は確かに排水を垂れ流す工場という“悪者”が存在し、
それを取り締まる“正義の味方”が必要でした。定められた「環境基準」を達成するために事業所は「排
水基準」を満たす必要があり、また行政は水質の常時監視を行って悪質な業者には罰則を課すことができ
るようになりました。これは本当に大きな出来事で、これによって日本の水環境はどんどん改善されてい
きました。しかし当時の政府が考えていた“環境を守る”ということの意味を、環境基準の内容から読
み解いてみると、それは河川や湖沼を人々が望むようなきれいな状態に保つということよりも、“産業基
盤でもある水資源”を守るという色合いが強いものでした。各種産業に使われる水を、そのために求めら
れる量と質に保つということです。河川水は飲料水になることが前提のために、有害物質に対する基準値
は厳しく日本中どこでも同じ基準が決められました。まさに社会を維持するために必要な水、あるいは産
業に必要な水、その確保が重要であるとの考え方です。当時はそれほどに、“良質な水”の確保が急務だ
と考えられたのだと思いますが、この環境基準の中には、“どこにでもある川や湖やため池などの中に生
き物がいる”とか、“それらが生息するためにはすみ場（生物が棲む場所）の整備も必要である”といっ
たことには全く目を向けられていませんでした。

その後40年、50年を経て、特に汚濁がひどかった水辺はずいぶんと改善されました。それは上述のよ
うに行政が工場排水の取り締まりや下水道の設置などに力をいれ、社会全体でそれなりのお金をかけて
きたからでした。しかし皮肉なことに、人々の暮らしが便利になると、“水は蛇口からいつでも出てきて、
排水はどこかに流れてゆくだけ”のものになってしまいました。人々の暮らしは水辺から遠のき、水を制
限なく使えることのありがたさや、身近な水辺への関心も薄れてしまいました。特に都会では、無味乾燥
なコンクリートで囲まれた河川ばかりになっていったのです。また、自然の動きを無視し自然を押さえ込
むような環境管理には様々な問題があることが、日本中で指摘されるようになりました。上流にダムを作っ
たことで土砂の運搬が妨げられ、下流の砂浜が衰退するといった話もその一つでしょう。

川や水辺は楽しいところであってほしい。暮らしが豊かになった人々がそのように考え始めたのも不思
議ではありません。「私たちは魚がいる、水生昆虫がいる、虫がいる、そんな川がほしい。私たちは散歩
ができる、子供と遊べる、そんな川もほしい」。そのような人々の気持ちの変化を受けて、国土交通省は
河川法を改正し（1997年）、河川管理の目的の中に、河川環境の整備と保全、さらには住民参加を加え
ました。

一方、環境省も1993年には環境行政の根幹を決める「環境基本法」を制定し「公害対策基本法」を廃
止しました。昔の“悪者”である工場からは汚い排水は流れなくなっていました。替わって環境に負荷を
掛けているのは、一般の家庭（家庭排水）や農地（肥料や農薬）でした。いつまでも工場ばかりを取り締まっ

公開シンポジウム
「水辺のすこやかさ指標を使ってみよう」趣旨説明

山梨大学大学院　国際流域環境研究センター　 風間ふたば
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ているわけにもいかない、地域に住んでいる人々が自分たちも加害者であると自覚し、何らかの行動を起
こしてくれない限り、みんなが望むような環境には戻れない。簡単に言ってしまえばこのような認識の変
化もあり、環境省も、身近な水辺に対して関心を持ってもらう方法を考え始めたのです。

平成16年度に、環境省は「水環境健全性指標検討委員会」という名前の委員会を作りました。本シン
ポジウムを企画した水環境学会の中の当委員会のメンバーがこの検討委員会の中心となりました。これ
まで水質を監視してきた方法とは異なり、環境の評価に個人差があることを十分に認識した上で、新しい
指標作りに挑戦しました。感覚的でもいいのではないか、一般の人々はその場所をどのように感じている
か、それをまとめてみたら行政も知らない川の姿が見えてこないだろうか、との思いです。また、川をこ
れまでとは別の視点でゆっくりと眺めてみることで、そこはどんな川だったのか、その場所を自分たちは
どう使いたいのか、そんなことを考えるきっかけになるのではないか、とも考えました。私たちが身近な
川と思っている川は、大なり小なり人の手が入ったものです。洪水防止のために堤防も作られています。
人里はなれた大自然の河川とは違って、里山と同様、社会とのかかわりの中に存在しています。だから、
そこがどうあってほしいかが時代とともに変わることは当然であり、だからこそ多くの人がどんな川を望
んでいるかを知ることは、これからの環境の管理を考える上でも大切な情報のはずです。

さてここで、少し指標の中身についても触れておきます。この指標では大きく5つの指標（ものさし：
①自然なすがた、②ゆたかな生きもの、③水のきれいさ、④快適な水辺、⑤地域とのつながり）を設け
て幅広く評価することとしています。そしてそれぞれの物差しは、さらにいくつかの項目を調べることで
出来上がる仕組みになっています。この5つの指標のなかで、一番議論が分かれ、また批判を受けたのは「ゆ
たかな生きもの」の軸でした。この軸は生き物を扱いながら、実はいきもののすみ場を探していたからです。
生き物は動きますので、私たちがその場にいたときに、ある生き物がいた、いなかったということで生き
物の生息を判断することはできません。しかし、生き物のすみ場が見つかれば、そこは生き物にとって生
活ができる場所であるということの証拠になります。しかしながら、調べたい場所について、生き物のす
み場を見つけるということは、実はそう簡単ではありません。たくさんの生き物を知っていること、それ
らの暮らしぶりも知っていること、生き物同士のかかわりあい方も知っていることが必要なのです。

私たちは難しいことを承知で、あえてこれに拘って指標の軸に残しました。なぜなら、この軸を決める
ためには、この分野の勉強が必要になるからです。生態系の理解は本を読んだだけでは分かりませんから、
専門家と一緒に川を歩く必要が出てきます。これまで水質だけを測ってきた者にとっては、自分たちとは
違う見方をする人たちと一緒に行動することで、その分野の人たちの水環境の見方を身に付けることがで
きます。そうやって、環境を広い視野でみることを、特に子供たちに定着させたいと心の底から願ったか
らです。この軸を決めるのには、本当は時間がかかります。経験がいるのです。でもあまり難しく考える
と評価できませんから、今の自分はこう思う、でいいと思います。しかしその判断そのものも、経験とと
もに変わってくることが考えられますので、点数だけに拘らず、その場で見たもの聞いたもの、感じたこ
と何でも記録しておくことが必要で、そのメモこそ、次への飛躍の記録になると考えます。

ところで、実はここで取り上げている軸の評価はすべて、一見簡単そうに見えますが、内容を深めよう
とすれば、どんどん勉強したいことが出てくるはずです。その意味では、この指標は環境学習の導入書
と考えることができます。実際、いくつかの大学や高等専門学校などで、学生たちに環境を理解させる
ことを目的に、この指標によって河川を評価させる試みを行っています。環境省では「みずしるべ」を
すこやかさ指標の“子ども版”とも呼んでいますが、これは大学生だけではなく、もっと小さな子どもた
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ちの教育に使うことを狙っているからです。そのためには非常によいものだと思いますが、これまで試行
してきて、課題は指導者だということがわかってきました。指導者育成が大事なのです。ですから、大
学生がこれを使うことを経験することは、よい指導者育成に繋がることが期待されます。

一方、私たち大人にとってこの指標によって河川環境を評価することから、自分たちと川との関係を見
直し、さらには自分たちに何ができるかを考えることが出来ます。この文章のはじめに書いてきたように、
行政は環境を監視していますし、河川管理者は河川環境の整備をしてくれます。しかし、行政の仕事に
は目を配る場所についての制限があります。私たちの家の前の用水路や小さな河川は水質監視の対象では
なく、また河川の脇の森や畑は管理外となっています。でも私たちは行政の“管轄”に関係なく、繋がっ
ている自然を自由に切り取って、この指標を使いて自分たちなりに水環境を評価することができます。そ
れは行政の仕事の隙間をつなげることにもなります。ですから、一番大事なことは、結果を話し合うこと
や公表しあうことだと考えています。他の人の評価を聞いて自分も考え直してみる。それによって同じ場
所でもそれを見ている様々な視点があることに気がつきます。また分からないことは河川管理者や専門家
に聞いてしまう。それによってコミュニケーションが生まれます。この指標は立場の違う人たち同士の意
見交換の道具にできるのです。

この指標は、発表直後から多くの環境関係の団体の関心をひき、試行が行われています。その結果、
それぞれの地域にあうよう調べる項目を考える必要があるとの指摘も、多くいただいています。これから、
湖沼版や沿岸版、あるいはいろいろな地方の○○版が出てくる可能性も大いにありますし、国内でもい
くつかのNPO団体が独自の指標を入れて河川を評価することを始めています。私は、それぞれの地域で
の議論の場を作るためには歓迎すべきことだと思っています。

今回のシンポジウムにより、この指標を通して水環境の見方が広がり、望ましい水辺作りのための活発
な意見交換が行われることを期待しています。
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1.	はじめに
水環境の評価にあたっては，一般的に，環境基本法に基づき設定された水質汚濁に係る環境基準の達

成率が用いられています。高度経済成長期の水質の汚濁が進んでいた頃には，水辺の状況をよく表し，
人々の水環境に対する評価とも概ね一致したものとなっていました。しかし，その後，様々な取組によっ
て河川の水質が全国的に改善し，河川における環境基準の達成率が9割以上となる一方，内閣府「世論
調査報告書平成20年6月調査水に関する世論調査」によれば，水辺の環境に満足している人が少なく

（40.7%），環境基準達成率と比して満足度が低くなっています。これは，人々の水環境に対する意識が
高まるにつれ，水質だけではなく，様々な要素の質的な改善が求められていることの現れであると考え
られます。こうした身近な水環境に対する市民の意識の高まりを受け、環境省でも様々な取組を行って
おり、今回、平成21年度末に取りまとめて公表した水辺のすこやかさ指標（水環境健全性指標2009年
度版）を中心にそれらを紹介いたします。

2.	環境省の取組状況
（1）	水辺のすこやかさ指標（水環境健全性指標2009年度版）

水質以外の水環境の要素について，その状態等を表す目的別の指標はあるものの，水環境の健全性を
総合的に検討する指標は，これまで確立されていなかったことから環境省では，学校や住民・NPO等の
団体の皆さんが実感として捉えていた水環境の状態を表現し，また水環境保全活動の成果を示すことがで
きる指標として，水環境健全性指標を策定することとし，平成16年度から検討を開始し，平成21年度に
水辺のすこやかさ指標（みずしるべ）として取りまとめました。

健全性とは「人間活動と環境保全に果たす水の機能がその場にとってふさわしいバランスを保っている
状態」と考え，健全性指標では，５つの指標（調査軸）を設けて幅広く評価することとしています。

①自然なすがた	……………………………………………	自然

水環境が本来の自然な状態をどの程度維持しているかを評価。
②ゆたかな生きもの	 ……………………………………	自然

水環境での生態系の豊かさおよび生物のすみ場について評価。
③水のきれいさ	……………………………………………	人間活動

水質のきれいさから，生物のすみやすさや，水の利用可能性について評価。
④快適な水辺	………………………………………………	人間活動

水辺の見た目（ごみ、浮遊物等の有無）や静かさ等，人の感覚的な面を評価。
⑤地域とのつながり	……………………………………	人間活動

水辺への近づきやすさや水環境と人との歴史的・文化的なつながりの度合いを調べ，水辺と人とのつな
がりを評価。

（2）	全国水生生物調査

全国水生生物調査とは，河川に生息するサワガニ，カワゲラ等の水生生物の生息状況は，水質汚濁の
影響を反映することから，それらの水生生物を指標として水質を判定することができます。このような調
査は，一般の人にもわかりやすく，高価な機材等を要しないことから誰でも簡単に参加できるという利点

身近な水環境しらべへの環境省の取組み

環境省水・大気環境局水環境課　西村卓也
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があります。また，調査を通じて身近な自然に接することにより，環境問題への関心を高める良い機会
となるため，環境省と国土交通省では，昭和59年度から全国水生生物調査を実施しています。

本調査では，河川に生息する水生生物のうち，［1］全国各地に広く分布し，［2］分類が容易で，［3］水
質に係る指標性が高い，約30種を指標生物としています。河川で水生生物を採集し指標生物の同定・分
類を行い，地点毎に，I（きれいな水）、II（ややきれいな水），III（きたない水），IV（とてもきたない水）の
４階級で水質の状況を判定しています。

平成22年度の全国水生生物調査は約７万1千人の参加を得て行われ，夏休み期間を中心として，多く
の学校（小中学校等：約46,000人）や，市民団体等（市民団体・子供会・観察会等：約22,000人）か
ら参加が得られました。

一方で全国水生生物調査は，生物の出現状況に応じて水質を４段階に評価する簡易な評価手法である
ため，専門知識を持った大学生や専門家向けのより詳細な評価手法が求められており，環境省では，約
70種の指標生物を10段階（スコア値）に分類したスコア表を用いた日本版平均スコア法（仮称）での水
質評価方法についても検討を行っています。

（3）	こどもホタレンジャー活動

夜，ちいさく光りながら飛ぶホタルの風景は，きれいな水環境と豊かな自然の象徴です。 ホタルなど
の水辺にすむ生きものを通じて，豊かな水辺の環境や健康な川の姿，水と私たちのくらしのつながり，川
にまつわる地域の文化などについて，自ら考え，調べ，体験し，守っていく，それが「こどもホタレンジャー」
です。こうしたホタルを守るこどもたちの活動報告を平成16年度から募集し，全国の代表的な活動やユ
ニークな活動を環境大臣が表彰しています。

また，こどもたちが，水環境について理解を深め，保全活動を推進していけるよう，指導者の方に，
水質調査や水質保全，生態系や生物多様性など，多様な観点から指導していただくことを目的として，
こどもホタレンジャー審査委員等を講師に，指導者研修会を開催しています。

3.	おわりに
こどもホタレンジャー活動や全国水生生物調査は活動を通じて身近な自然に接することにより，環境

問題への関心を高める良い機会となっているという評価をいただいています。水辺のすこやかさ指標にも
学校の授業，住民・NPO等の活動結果公表の資料として活用し，本調査を環境学習の一環として行うこ
とで，身近な水辺と地域との関わりを深く知り，子供たちや大人が身近な水辺への関心を高めることを期
待しています。また同指標は，これで完成ではなく，多くの方々に活用いただく中で必要に応じて適宜見
直し，その活用事例や調査方法の改善などの情報の収集に努め，引き続き検討を行っていく予定として
おり，実際の現場で使用していただき，幅広くご意見をいただければ幸いです。

環境省では，今後も，水環境に興味を持っていただくきっかけづくりや水環境の改善状況及び良好
な水環境を実感できる調査手法等の整備に努めてまいりたいと考えておりますので，今後もご理解とご
協力のほどよろしくお願い申し上げます。
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こどもホタレンジャー
http://www.env.go.jp/water/hotaranger.html

全国水生生物調査
http://www2.env.go.jp/water/mizu-site/mizu/suisei/

水辺のすこやかさ指標
（水環境健全性指標 2009 年度版）

http://www.env.go.jp/water/wsi/index.html
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水辺のすこやかさ指標（水環境健全性指標）は
水環境を「自然環境」としての側面と「人間の活
動」との係わりの大きく2つの視点から、5つの
軸「自然なすがた」「ゆたかな生きもの」「水のき
れいさ」「快適な水辺」「地域とのつながり」のバ
ランスで評価する指標です。この評価指標を用い
て実際に調査をする中で、調査者は今まで気づか
なかった新たな視点とその手法を獲得でき、地域
の水辺の豊かさに気づくことができると思います。
また、調査後の調査者間の議論の中で、多様な価
値観を共有し、合意形成する中で、地域の水環境
保全に向けた新たな活動へとつながることが期待
されます。

今回のシンポジウムでは、私たち研究委員会の
メンバーやその他の方々から口頭やポスターでの
発表の中で、水辺のすこやかさ指標や他の総合指
標について「各地での調査結果やそこからの成果
や気づき」「調査を充実するための項目の追加・
改良やツールの開発、および評価方法についての
様々な検討」「調査結果を元にした、次の目標設
定とその達成に向けた行動」が紹介されています。
これらからは多くのことを学ぶことができます。

また、今回ご紹介いただいた発表以外にも全国
で水環境健全性指標の地域版が生まれてきていま
す。これらは、細かい点では、評価項目や評価段
階などに違いはあっても、その基本的な考え方は
同じで「私たちの周りの水辺の“自然環境”と“人
間活動”とのバランスから多様な視点で評価する」
という点がもっとも大切です。ぜひ、今回のシン
ポジウムからも新たな指標や活動がたくさん生ま
れることを願っています。

水辺のすこやかさ指標（みずしるべ）の紹介

株式会社共立理化学研究所　石井誠治
（日本水環境学会　水環境の総合指標研究委員会）

20
09 , 
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